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Ⅰ 緒 看

珪体内に注入された結核菌が如何なる運命を

辿って消長するかに関しては,Schwarz以下数

多 くの研究がある｡ 然 しその多 くは組織の定量

培養等によるものであり,菌の動態と云 うより

も,菌が体内に散布された状態において,その

各々の組織の結核菌に対する感受性如何を検討

している結果となっているものが多い｡これに

対 し,まづ生体に侵入 した結核菌が,臓器では

な くて個 々の細胞或いは体液内で,如何に増殖

し死滅するかについて,我々の関心がむけられ

たのである｡ この点に関しては,末だ適確な証

明に乏 しいと云わねばならない｡体液内におい

て結核菌が増殖 しうる可能性は,最近教室の伊

藤1)によって極めて明らかに指摘 された所であ

る｡併 し,通常生体内に侵入 した結核菌は,体液

よりも細胞との関連において存在する可能性が

多い｡ 従って体液中における姑核菌の消長に関

する問題は,しばらくこれを差措 く事にしたい

と思 う｡ さて細胞内に会喰 された菌の運命如何

と云 う事を,直接生体 内で実験 した成案責とし

て,Woodruff2)3) の大綱伸展標本による成績を

挙げうるであろう｡ 彼は大網の単核細胞中にお

いて結核菌が増殖 しうる可 能性 を指摘 してい

る｡これに対 して,組織培養を利用する半生体

内の模式実験においてほ,古 くは Maximow4),
最近には Suter5) ,Lurie6)7),Mackaness8),或

いはこれに追随 した各種の報告がある｡ これ等

の研究では,一応単球乃至単核球内における結

核南の発育,或いは細胞と蘭との共珪状態を認

めうるものと幸腔 .A-されている｡この事に関連 し

て,安平9) の行った皮下伸展標本による生体内

結核菌の観察は,極めて明瞭な結果を報告して

いるのである｡即ち,皮下に結核菌が注射され

た場合には,まづ菌は港出し来った好中球に含

喰され,数 日後には半壊死に陥った好申球と共

に菌は単球中に移行 し,こゝに発育の場を得た

かの如 く単球車に,著明な菌の集精を認めうる

のである｡ さて斯 くの如 く,細胞内に貴喰或い

は発育 した結核菌が,その後如何なる運命を辿

るかに関しては,殊に結核アレルギーの発生が

結核性免疫をもたらすであろうと云 う事が附加

される点において,特別な関心が払われて来た

ところである｡以上述べた各研究者の殆ど凡て

が,何 らかの程度においてアレルギー状態を顧

慮 しなが ら,爾後の菌の運命を論 じているので

あるが,感作細胞の抗菌力即ち免疫を信ずる側

においては勿論,然 らざる者においても,一旦

増殖 した結核菌が其の後次第に減少 し,或いは

消失 しうる可能性のある事を,等 しく認めてい

るのである｡この菌の減少が,果 してアレルギ

ー状態と必須の関連を有 す る もので あ るか否

か,亦然りとすれば結核免疫に関与する結核の

ア レルギーは,如何なる機作においてその免疫

を営む ものであるか｡又菌が細胞内において生

存或いは増殖するものとすれば,此の細胞内の

結核菌に及ぼすアレルギー反応の影響はどうで

あろうかO以上の諸点に関心 して著者は以下の
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実験を行ったのである｡

ⅠⅠ 実験材料並びに方法

結核菌 :教 室保 存の H37Rv 棟,鳥型鳥京

秩,及びその死菌｡何れもノー tン培養 3週目

の発育良好な菌体を採取,或いはこれを加熱死

蘭として,その 1-3mg/ccの年理的食塩水浮

遊液を作成 して使用した｡

実験動物 :体重 2.5kg前後の雄の 白色家兎

を使用.これを 5才洋に分ち,感作群,脱感作群,

感作放置群,無処置対照群,死菌注射群とした｡

感 作 :H37Rv加熱死 菌 10mg/cc流パ ラ ･

ラノリンの混合浮遊液を作成｡ その 1ccを家

兎大腿皮下 に 4日間 隔で 4回注射｡最終回接

称後 3週間でツベルクリン反応 の陽転 を確め

て,これを感作終了家兎とした｡

脱感作 :上記感作家兎の腎部皮下に,略大原

氏の方式に従って漸増法による OT 注射 を行

って脱感作する｡ 初めは 1000倍液 0.1cc の注

射を行い,毎 日僅か に増量 して遂 には10倍液

1ccの連 日注射を行って,計80日に及ぶ｡

ツベルクリン反応 :OTIO倍液 0.1cc腹側

皮内注射を行って48時間後に判定｡

沈降反応 :H37Rv 加熱死菌の乾燥粉末 1gを

アルコール ･エーテル等 量混 合液 で充分脱脂

し,更に蒸溜水で聯卵器 内に一 昼 夜放 置した

級,菌体を除去 した上清を抗原として使用｡家

兎の血清を採取 し,重層法による沈降反応を行

って抗体価を検査｡

結核菌の注射 :動物の側腹部約10ヶ所を勢賢

し,前記菌浮遊液を皮下に 0.5ccづつ注射す

る｡

皮下組織の採取 :菌浮遊液注射後定められた

時間において,注射局所 の皮下組織 を採取す

る｡採取は皮膚の小切開の下に行なった｡菌液

注射後早期には単なる浮腫をもって注射局所の

確認を行わねばならぬが,数 日を経過すれば菌

注射局所には白色の細胞浸潤巣,或いは膿療形

成を認めうる. 此等の網状皮下組織を一部酢切

し,載物ガラス上に仲屈 して乾燥,更にホルマ

リン固定後染色を行 う｡

切片標本の作成 :両液注射後数 口に及べば,

京大結研紀要 第7巻 第3号

注射局所に結節形成を認め, 1ケ月前後には大

豆大或いは小指頭大の乾酪化巣となる｡ これを

摘出して,ホルマリン固定後パ ラフィン包埋 し

て,5FL程度の切片を作成する｡

染色 :菌の染色 の為 には Ziehl･Heidenhain

による抗酸菌染色及び Rodamin-Auramin法に

よる埜光染色を使用｡伸展標本の場合には,必

要に応 じて超生体染色並びに Giemsa染色を併

用した｡

ⅠⅠⅠ 実 験 成 練

.(1)組織の細胞反応

菌液注射局所には,注射直後より好｢tl球が反

応し, 2日前後より単球浸潤が,これと交代す

る｡ この浸潤 した単球は次第に数を増加し,更

に組織常在の組織球,線維芽球等の参加があっ

て,後には結節を形成する｡ 又後期には リンパ

球及び形質細胞等の参加があり,炎症部の血管

の増殖も加わって,組織は細胞学的に複雑とな

る｡ その大要 はすでに, 安平9), 塚 田10), 冒

荏 ll) 等により発表されている｡ 著者 の得た成

精の申,好中球,単球, リンパ球に限って,こ

れを一括,表示 したのが第 1表である｡

無処置,感作,脱感作,感作放置群及び死菌

注射群の問に,大体同様の傾向が認められる｡

即ち好中球は炎症第 1日に強 く反応 し, 2日後

にはすでにその溶出が衰えて, 2週目頃には殆

ど消失するのであるが, 2週目を中心に再び好

中球が姿を現わし,其 後多少 の変化を見せつ

ゝ,僅かなりともその溶出が持続される場合が

多い｡単球は, 2日目より溶出が増加 し, 4日

以後組織に現われる細胞の大部分はこの細胞と

なる｡ 無処置のものにおいてほ,2週目頃次第

に類上皮細胞にと変形すると共に,結節を形成

するに至る｡ リンパ球は, 2週間前後より組織

に出現し,次第に増加 して これ亦反応後期に

は,炎症局所の反応細胞の重要な一員となるの

である｡

さて,以上の細胞反応を, 5群の問における

共通的な組織反応とするならば,一方 これ等の

群の間に明 らかに拝摘 しうる2, 3の差異を認

め得たoその第 1は好中球渥 出の度合 で あっ
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第 1表 皮下組織伸展標本における感染局所細胞の経時的変動
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謡 鳥 1 品可 ≠ t冊註 油浸各視野における細胞数の平均

を+骨で表示する｡1視野における平均細胞数として,殆ど,坐.現せぬもの(-), 1-3個(-),

3-10個(十),11-20個(≠),21-50個(里),50個以上

(珊)と記載 した｡て,鳥型 ,人型 において も

,無処借家 兎におけるよ り感作 された家 兎にお

いて,その糾胞反応が高度 且 早期 に現 われ る事であ

る｡ノ又感作動物では,後期 におけ る好中球

反応 を認 め る事 が比較的少 ないo脱感作TTT･'･にあ

つて も,ほ ゞ感作増におけ ると同様 の成精で あ り,感 作放 iF;-_

:Jll':･は無処ElF;-_群 と感作群 のlfl問に位 す

る｡ 死菌注射一群 において ほ, FTl一期 の好 Irl球反

応が殊 に著 明であ る事 は注 目に値す るO次 に単

球浸潤の程 度を比較す る事 は比較的困難で あ るが,無処 L

ltr7.群 よ り感作郡 において, 多少 ともそ

の浸潤 が 早期且著 明に現 われ,同様 の仰向が リ

ンパ球浸潤 においても認 め られ るo これ等の事

は,感作折においてほ無根rl'11'-.郡 に比 し, 早 期 に結節 の

Jr･Z戒を認め得た 事 と関

係す ると思 われ る｡(2) 伸展標木

に見 られた抗酸性苗lL吊匡標本を Zieh1-Heidenhain法 に よ って検 査 した結核菌0)増減を,一

括 して第 2表 に表示した｡無処持家 兎に菌を注

射 した場合 には,筒は炎症第 1日には好 申球 に貢

喰せ られ, 2口目には壊死 した好 ←恒求と共 に

苗 は甲球刺 こ貢喰 され,次第に単球 中 でその数 を増

し, 4, 7口後最 高潮 となって,その後急

速 に減少す る事 は,既 に安平の指摘 した ところ

で ある｡ 著者 の今回の成情 も,全 く同様 の事実

を確認 した｡根し里球 里中に結核 菌が最も豊富

に出現す る時期 は,炎症開始後 7日冒よ りは,

む しろ 4口後 に認められた｡ 又か ゝる菌の単球

内 墨精が,鳥型菌 において著明に認 め られ るに

拘 らず,人型 菌の場合には比較IYJ認め難かつた

事 も,安 平 の成約を粟井きす る｡ 皮下に注入 し

た結核菌 は,写真 1の如 く, 炎症 1日後 は殆 ど

甲佃状で好 中 球 に貧喰 されて存在 し,そ0)菌 形

態は比較的正 常 に 近く保 たれてい る｡ 2｢1後 には



- 294- 京大結研紀要 第 7巻 第 3号

第 2表 皮下組織伸蝿標 本 に おける感染局所の抗酸 菌の出現

氏

十

註 1) ツ反応の表示は次の如 くである｡

i蓋
発赤 0- 5mnl
〝 5-10

〝 11-20

〝 21-30

〝 30以上

2) 菌数の表示は次の如 くである｡

- 数枚の伸展標本にて菌を認めぬもの

÷ 池浸鏡検で極稀に菌を認めるもの

+ 池浸鏡検で菌を貴喰 した細胞が散在するもの

≠ 池浸鏡検で蘭を多数貴喰 した細胞を容易に発見 し得るもの

十什 池浸鏡検で菌を充満 した細胞が群在するもの

冊 池浸鏡検で琴に多数の菌を認めるもり
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し,あるものは矩粒状,あるものはや ゝ細長い

糸状の形態を示すのであるが, 4日後には鳥型

菌の場合には,再び正常形態に復 し,多数の菌

が集積 して里球中に認められる (写真 2)｡

人型蘭の場合には, 4日後においても極 く柿

に,単球内園集精を認めるのみで,その菌形態

もや ゝ細長 く,或いは斯粒状で異常の場合が多

い (写真 3)｡

感作動物に結核菌を注射した場合には,菌は

炎症第 1E‖こおいて,多核球内に責喰 された単

個蘭を認める事は,無処置r;署 と同様であるが,

感作群においては 2日以後の単球内における薗

共析を認める事が全 くない｡又 2日以後の菌形

態 も多 くは粕粒状であって,感作群と無処置潤

との問では,菌JtJ,J態に相､-1の:,Y･:.･異がある事を思

わせる (写真 4)｡

脱感作家兎における成精は注 目に値する｡ 即

ち第 1日目における菌の形態は同様であるが,

2, 4｢jと単球中における菌の集精が次第に増

加 し, 7R後に最高潮に達 し,その有様は写真

5の如 く単球中の著明な菌集積は無処置群を凌

駕する｡10日後に尚,菌の単球内集積を認める

場合もあるが,その後は仲居標本中に菌を認め

る事は殆どない｡ 感作放帯群においてもは ゞ同

様の成紬 を認めるが,炎症 4乃至7日後におけ

る甲球中の菌集杭の度合は,む しろ無処帯群に

近い程度である｡烏型死菌 を注 射 した成損で

は,炎症 1日後の好中球, 2日, 4H後の単球

中の結核菌 (写真 6), 何れも単個状の薗少数

を細胞中に認めるが,/!il菌の場合のような多数

の菌を認める事は出来なかった｡

(3) 切片標本における菌所見

注射皮下局所に結節を形成する事 は,既に述

べた所である｡ この結節形成は,無処闘 洋では

7日頃,感作群では 4日頃に,その初期変化を

認め得る｡これ等の徽小結節及び更に後期に形

成 される大豆大の結節まで,凡てこれ等を周囲

の細胞浸潤巣と共に摘出し,切片標本として菌

を検索した｡成精は第 3表の如くである｡,即ち

無処置-_家兎においては,鳥型蘭の場合には, 2

遇後の結節のlt1心壊死郡に相当して,相当多数

の結核菌を認め得る｡この結核菌は時間の経過

と共に,壊死巣中で次第に減少するものの如 く
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である｡感作群においても大体同様の傾向が認

められるが,壊死巣での結核菌の分布に,無処

吊と多少の相異を示すものの如 くである｡即ち

無処置群においてほ,壊死巣中心よりむ しろ壊

死巣の辺縁部に結核菌の多数存在するに反 し,

感作群においては,壊死巣l巨L､郡に多数の菌が

存在 し,辺縁部では比較的菌を認める事が少な

いのである｡ 脱感作群における成績は, 無 処IT･71

群 と似た菌の分布を示 し, 感作放置群では感作

群 と似た所見である｡ 結核死菌を注射した場合

には,菌の増殖が認められないのは当然で,柄

巣に発見される結核菌は凡て注入当時の死菌で

あるが,これ等の死菌体が壊死巣LIlに相当多数

に発見され,先の生菌群と優劣をつけ難い程度

である｡従って,比菌群において壊死渠申に見

られた結核菌は,菌注射当時の結核菌がそのま

ゝ局所に存在するものの多 くを検出しているも

のと云わねばならぬ｡人型菌における成緋は,

無処置,感作群共に,放死巣中に現われる結核

菌は比較的数が少な く,これは注射 した結核菌

の商量に招来するものであろうか｡何れにしろ

鳥型,人型とも,菌注射後10数遇を経過すれば,

壊死巣Illの結核菌は次第に減少して,染色上こ

れを認め得な くなる場合が多い｡

さて,最後に壊死巣中の結核菌に就いて附しiJIL

すべき事は,存在する筒の形態の変化である｡

菌接種後 3週頃の結節では,壊死巣申タ:部に粕

粒状となった単仲南が散在し (写真 7), 壊死

の比較的辺縁部で,層状をなして多数の菌が集

積されて存在する (写真 8)｡ この菌集精は,

細胞中に集積された多数の菌が,細胞の壊死と

共に地相されたものと思われるのであって,閣

と共に尚細胞形骸を残している場合がある (写

真 9)｡ 壊死部の叢外層には蘭が少な く, 線維

素或いは硝子質の沈着の著 しい壊死であって,

これに続 く類上皮細胞層の壊死によって形成さ

れるものである｡ この類上皮細胞層及びその周

囲の非特異的な細胞浸潤層は,何処にも菌を見

る事が少 く (写真10), この細胞内を縫って遊

出した多核球が,壊死覚に至って菌を貢喰 し,

死滅 しっ ゝある状態を伺 う事が出来る｡類上皮

細胞判 こほ単値状の結核菌を極 く稀に革める事
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忠

型

感 作註 菌数の表示は大体第 2表に準ずる

｡但 し細胞 とは関係ない｡左は壊死巣,右はその周辺部類上皮細胞巣中での菌

の出現を示す｡が出来るのであるが, この菌 は

何 れ も頼粒状で,生育力の強いものとは思わ

れない｡ⅠⅤ 総括及び考按

(1) 家 兎の皮下を炎症の場所として利用する

事は,天野 門下 の平 田に よって広 く行われた

所である｡彼女の研究により各種の炎症に対す

る反応性が記載されたのであって,結核性炎症

の一部の成紺も,既に彼女によって手掛けられて

いる｡ その後結核性炎症に関しては塚田, 冒置

,安平,その他の詳細な報告が行われ,そこ号こ串ける細胞反応は,現在或る程獲その詳細が 明らか

にされていると云わねばならない｡即ち結核菌

注射局所皮下においては,血管よりまづ好中球がi参出し,続いて 単 球 の.Ll参出が参加す

る｡ 炎症開始 2日後には,好中球はすでに壊死

に陥 り,これを港出した単球や組織の組織球が

菖喰 し,貢喰細胞は増殖 して数を増 し,更に後

期には リンパ球や形質細胞の参加があって,そ

の後次第に炎症修復の過程に向うのである｡

これ等の所見は,著者の今回の成績において
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作 しておき,或いは更にこれを ツベル ク リンに

よって脱感作 し,又は脱感作す る事な く,同 じ

所要 H数を感作状態のま ゝ放置 した動物那等に

薗注射を行って,ア レルギー性に起 され る結核

性炎症をも併せ検討 したのである｡ 感作動物に

結核菌を再接種 した場合には,無処置動物に比

し一般に111期の組織反応が顕著であるO殊に好

中球の初期潔出が豊富であり,亦 これに続 く単

球, リンパ球の出現 も無処置動物より早 く幾分

豊富である｡た 無ゞ処置動物に見 られた 2, 3

遇前後の好中球の再港出は,動物が注射 された

紬抜歯によりア L/ルギ-化され る為におこる再

ア レルギー反応 として安平によって記載 された

もujであるが,感作動物においてはこの反応が

比較的少なかった｡ これは菌の効果注射によ り

起 され る結核ア L/ルギ-の脱感作が,比較的限

定 された範園に留 まる為であるか も知れぬ｡ さ

て脱感作動物は, ツベル ク リン反応が陰性或い

は弱陽性であるに拘 らず,血中沈降抗体は感作

動物のそれ と同様,或いはそれよ り尚且高 く維

持 されている状態にあって,特殊な感作状態 と

去い掲 るであろう｡ この動物に結核菌を再接種

した場合には,組織の反応は餌処置動物よりも

む しろ感作動物のそれに近い ものであ り,ある

点では更に反応が促進 され且強度に現れ る｡ 即

ち結核性初期反応がア レルギー性に起 されるも

のを含んでいるとするな らば,脱感作動物にお

いてほ,無処置動物よりも,更に初期に反応が

強度であった点よりして, これ等のア レルギー

反応は, ツベル クリン反応で示 され るア レルギ

ーよりも,沈降抗体を指標 としたア L/ル ギーの

参加の下に起 され るものであると云 う事が出来

るであろ う｡感作放置群における威緋は,無処

EET･'i動物 と感作動物の申fLt,lLこ位 して,幾分感作状

態の減退 した組織反応 と云 う事が出来 る程度の

ものであった｡

鳥型死蘭を注射 した場合の成紺では,初期の

好中球の反応のみではな く,単球反 応 も相当強

か--lたく1従-)て,i/jlU日和で示 された組織反応

は,菌の増姉や或いはその新陳代謝に由来す る

花物に対す る反応ではな く,死苗において保有

され る菌体各成分に対する庄按 的 な反応である
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と云 う事が出来るであろ う｡

人型歯を注射 した場合 も,無処置,感作両群

において鳥型菌に見 られたそれ と原理的に同様

な事実を認め得た｡

(2) 皮下に注射 された結核菌が,如何な る状

態において注射局所に存在す るかと云 う事は,

日置或いは安平によって示 されている｡ 殊に安

平は,菌注射後 7L‖∃を中心 とす る単球内での

菌の豊富な集積を認め得て, これを単球内にお

ける結核菌の増殖形式 と記 載 して い るのであ

る｡ 元来結核菌の組織細胞に対す る関係は, 古

来多 くの議論を巻 き起 して来たところである｡

古 く Metchnickoff が好lll球による枯草菌の責

喰を記載 して以来,細胞による菌の禽境 と,そ

れによって斎 らされ る細胞或いは菌の状態が,

各方面で検討 されて来たのである｡結核菌の韻

域で最 も注 目された業机は,Maximow のそれ

であって,彼は培養 された組織中での結核菌の

発育を記載 している｡同様に組織培養法を用い

て,我国では近年村上12)が結 核菌 の 細 胞内発

育を確めているのである｡ これ等の成損におい

ては結核菌は,その壊死 した培養組織で極めて

強 く発育 し,これに接す る組織球様細胞 中 で結

核菌が豊富に認め られたのであって,細胞t恒こ

み られ る菌が果 して細胞中での発百増勅 したも

のか,或いは細胞に貢喰 された ものであるかを

判別す るに困難である｡同様な事は海浜 腹腔の

大網細胞を利用 した Woodruffの成損に対 して

も云い得 るであろ う｡Woodrtlff はその研 究に

おいて,細胞内の菌発育を確めた最初の確実な

実験 として 自らの成紺 を報 じて い るのである

が,その発育 した結核菌は cord状をな した菌

の 大衆蕗であり,すでに紬 泡との関係が明 らか

でない ｡ 此の点に闇 しては,安平の行った皮下

に於ける実験が,最 も美 し く確実な質料を捉供

している｡然 しこの成績において も,著者が こ

れを追試碓認し得た 如 く,単球申 での見事な菌

の堅積を認め得て,これにより単球申での菌増

刷を菌ちに首摘 し得るかの如き所見ではあるが

直接細 泡車の菌の増姉 を確認 し得ないその抜術

的な難点の敏に,尚単球内筒増姉を断定す るに

捧呈曙せ ざるを得ないのである｡
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この点に関して著者が行った菌培養成績に関

する報告は第 2篇に記載するであろう｡ 単球内

における結核菌の発育を直接培養基上において

証明しようとした成績は,最 近 Streptomycin

の併用によって,その技術上の困難さが大いに

改善された｡Suter,Mackaness,Lurie等何れ

もこの方法によったのではあるが,問題の単球

内発育に関しては,それを可と云い,或いは否

となして,その帰一する所末だしの観がある｡

以上の点を顧慮する事により,著者は此処に,

無処置家兎の菌注射皮下局所においては,注射

後 4日目を中心とした単球内の豊富な菌集積を

認め得たとのみ記載するに止めてお く｡

さて今回著者が明かにし得た所見の中,もっ

とも重要な点と思 うのは,上述の如き単球内で

の菌集積を感作動物では認め得なかった事であ

る｡もし無処置動物における単球内菌集積が,

単球内における菌増殖の結果像と解 し得るとし

たならば,感作動物におけるこの成績は,細胞

内における抗体の存在による菌発育抑制と解す

る事が出来るであろう｡ 又無処置動物における

この所見が,単球による菌会喰のみの結果であ

れば,感作動物にこれを見得ないと云 う事は,

アレルギー反応における単球の生理状態の変化

を考えねばならぬであろう｡ 著者は現在のとこ

ろ前者に左祖したい気持であるが,何れにしろ

感作と非感作の動物におけるこの差異は,注目

に値するものである｡

脱感作状態における単球内菌所見は,これ亦

極めて興味あるものであって,炎症 7日後を中

心とする極めて豊富な単球内菌集積の状態は,

無処置動物のそれを史に,凌駕するものであっ

た｡脱感作状態における単球内菌集積を如何に

解釈すべきかは,種々に議論のあるところであ

ろう｡ 単球中 での菌増殖を許す論よりすれば,

このような成績は,血中抗体を指標とするアレ

ルギ-反応により単球が障碍され,為に細胞中

での菌の増殖が相対的に強 くなったと解する事

が出来るであろう｡ 反対に細胞中 の菌を細胞の

貢喰に由来するとする説では,同じ血中 抗体に

よるアレルギー反応で細胞が刺戟され,菌含喰

が盛んになった事を示すものとせねばならぬで
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あろう｡ 事実は更に複雑であって,このアレル

ギー反応には血中抗体だけでな く,組織のツベ

ルクリン抗体その他が関係するかも知れない｡

何れにしろこの事実を,脱感作によるツベルク

リン反応低下の事実と直ちに関聯させるには,

尚一歩脱感作に不足の観がある｡

感作放置群における成績は,感作動物よりむ

しろ無処置動物に近いものであった｡併 しこゝ

でも尚多少の感作効果の認められる事は事実で

ある｡

人型菌を注射 した場合にも,原理的には鳥型

菌と大体同様の事を云い得るが,元来無処置動

物においてさえ,単球内菌集積を見る事の比較

的少ないこの歯型にあっては,感作動物との問

の差異も著明でない｡

結核菌の死菌を注射 した易去合には,時あって

結核菌の集積 した単球の存在を認め得る場合 も

あるが,その数は極めて少な く到底先に述べた

生菌の場合の成績と較べる事は出来ない｡死菌

注射時には単球内菌集積が著 しくない事よりし

て,確証を得ないながらも,単球内における薗

発育の可能性を主張する安平の乱に左廻 したい

ところである｡

以上炎症周縁部の浸潤細胞内における菌の状

態に比 し,結節を形成 した後の壊死巣における

結核菌の様相は,著者が行った各種の実験群間

において,それほど著 明な差異 を示 さなかっ

た｡即ち反応初期に好中球に会喰された結核菌

は,多少菌形態を願粒状に変えながら,好中球

の壊死と共に壊死巣中に放出される｡ 菌注入数

遇後の壊死巣で しばしば認められる結核菌の小

集塊及びその層状集団は,炎症周辺部の細胞内

に集積 した結核菌が細胞と共に壊死巣中に巻込

まれ,そこにおいて集塊となって存在するもの

の如 くである (安平,小原,市田,苫田13))0

以上炎症巣における結核菌の存在を鳥撤すれ

ば,結節中心の壊死巣においては結核菌は次第

に崩潰消失に傾き,壊死巣周囲の単球浸潤巣中

で,生きた結核菌の細胞内集積が著明である｡

この菌を含んだ細胞層は,後に壊死巣に巻込ま

れ,細胞内菌集積の像は失われる｡ 動物のアレ

ルギー化と共に壊死周辺部の細胞層は類上皮細
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胞層 となって結核菌が少な くな り, 甲個状頼粒

状 の 菌を細 胞l恒こ散見す るのみ とな る｡壊死 梨

において も結核菌は,時問の経過 と共に次第に

消失 し,形態学的 には10遇前後で 大部分が失わ

れ る｡

Ⅴ 結 論

著者は家兎皮 ド組織 に結核菌を注射 して,そ

の組織反応 及び結核菌の状態を形態学IF畑 二検討

して,次の結 果を得た｡

(1) 感作動物 においてほ無処 置動物 よ りも組

織反応は一般 に強 く,時間的に も促進 して現 わ

れ る｡脱感作 動物 の組織反応は,無処置の動物

のそれに近 く,感作 放間腔では感作 ,無処笛の

申開 にあるo

これ等の組織反応 は,死蘭の注射で も現われ

る｡

(2) 無処置動物 においては,注射 した結核菌

は炎症 4｢挿す後において, 甲球 illでの豊富な集

積 を示す｡感作動物 で は この 事 実 が見 られな

いo脱感作す ると 7日前後に極 めて豊富な甲球

内菌集積 を認め得 る｡感作放置=IT7--･ほ この点 にお

いて,無処置 と感作動物の｢llFl鋸こ位す る｡死菌

ではこのよ うな現象 は殆 ど見 られない｡

(3) 細胞申での結核菌 は, 炎症開始後 1ケ月

で殆 ど認め稚 くな る｡ これに反 して炎症 Itl心部

の壊死 巣では,多数の菌が長期間存在す るが,

然 しこの両 も類粒状で,次第に崩漬消失の運命

にある｡

(終 りに臨み研究の指導及び論文校lt二の労を取られた

安平助教授及び研究の援助をいた いゞた研究員各位に

感 謝の意を表しますr,)

参 考 文 献

1)伊藤薫 :宿主体液と結核菌との関係に就いて

の′美験的研究

邦一指 宿主体液の結核 菌に及ぼす影響の

invivoにおける新 しい研究方法と して考

案せ る chamber法の紹介

第二符 結核菌に封する7F'tf主の自然抵抗力に

於ける液性閃子の意義に関する invivoの

研究

第三拾 各種 ミコバクテリウムの毒力とその

宿 主体液内増殖能との関係

- 299-

第四符 結核に対する宿T--.の獲得性抵抗力にお

ける体液の意義

京大結研紀要 7,35(昭利33)

2)Woodruff,C･E.&Kelly,R.G.'･Growth of
TubercleBacilliinTissueofNormaland

AllergicGuineaPigs,Am.Rev.Tuberc.,

42,782(1940)

3)Woodruff,C.E.,Kelly,R.G.& Leaning,M.

A∴ InitialTissueResponsetoTubercle

Bacilli,Am.Rev.Tubercり46,316(1942)

4)Maximow,A.:TuberculosisofMammalian

Tisslle in vitro,∫.Infec.Dis.,34:549

(1924)

5)Suter,E.:MultiplicationofTubercleBa-

CilliwithinNormalPhagocytesin Tissue

Culture,∫.Exp.Med.,96,137(1952)

6)Lurie,M.B.:"Studieson theMec】lanism

ofImmunityinTuberculosis"TheFateof

TubercleBacilliingestedbyMononuclear

Phagocytes Derived from Normal and

lmmunizedAnimals,J.Exp.Med.,75,247

(1942)

7)Lurie,M.B.&Suter,E∴ Correspondence

GrowthofTubercleBacilliin Monocytes

FromNormalandVaccinatedRabbits,Am.

Rev.Tuberc.,69,1059(1954)

8)Mackaness,G.B∴ TheGrowthofTubercle

Bacilli in Monocytes from Normaland

VaccinatedRabbits,Am.Rev.Tuberc.,69,

495(1954)

9)安平公夫 :ガラス電極による組織 pHの研究

第五符 結核性組織 pH の研究,口血会誌

18(6),24(昭和30)

10)塚田英之 :肉芽腫炎の細胞学的構造に関する

研究特に結核結節の細胞学的解析,汀)肉芽腫

炎の反応形式,(勾類上皮細胞組織発隼論,(可

巨態細胞発隼論,肉芽腫炎の治癒,結核 26,

5,65,107(昭和26)

ll)R置辰一朗 :感染局所細胞反応から見た結核

菌の病原性について 第 一帯 研究目的と実

験方法の検討 皮下組織伸 展標本法とデッキ

グラス押入法とについて 第二筒 感染早期

の動物皮下局所反応に於 け る｢1然抵抗力の

表現,京大姑研紀要 6,77(昭和32)

12)村上治郎 :組織培養法による淋巴球及び淋巴

腺に関する研究 (6) 結核菌の感染,BCG

予防接種海ヨ冥淋巴腺における Frankfurt株

人型菌の接種,R徽病誌 30,1397(昭和11)

13)安平公夫,小原幸信,市田新路,吉田昇 :吃

酪空胴,浄化空洞,充実空洞 その成文と意

義,R木臨床 14,701(昭和31)



300 -

1.鳥京株生菌皮下接種 1日後 (無処置家兎)｡

好中球中に見られる蘭 ｡

2.鳥京株生菌皮下接種 4R後 (無処置家兎

)O単球巾の菌集積｡ 京人

結研紀要 弟 7巻 第 3号4.鳥京株生菌皮下接

樺4日後 (感作家兎)｡単球巾に殆 ど

菌が見られない｡5.鳥京株生菌皮下接挿 7円後 (

脱感作家兎)ド単球巾に著明に菌集積が見
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7.鳥京株隼 菌皮 卜接種 3週後 (無処置家兎)｡皮下結節壊

死巣申心郡の単佃粕粒状に存在する菌｢ノ

8.JTf貢7と同 じ結節壊死巣で菌が層をな

して存在 ;30191写妄モ8の菌が層を

な している部位の強拡大


